	　テスト問題　問題用紙

	　科目：情報の科学　範囲：「情報の科学」第６章 p.121-142


１．次の文章を読み，（１）～（４）の各問いに答えなさい。
サッカーやバスケットボールなどの試合では，戦略を練るときにマグネットを選手やボールと見立てて動かしたりする。このように，問題を解決するためにものごとや現象をほかの方法であらわす（抽象化する）ことを（ ア ）化という。また，そのあらわされたものを（ア）という。
また，問題を抽象化することで，分析がしやすくなるというだけでなく，その問題のようすを（ イ ）して再現することができるようになる。気象情報や経済動向の予測など，コンピュータ上で（ ウ ）の値を変化させることにより，簡単にさまざまな（イ）を行うことが可能になった。

たとえば，コンビニエンスストアで買い物をするとき，レジに長い行列ができていることがある。このように，あるサービスを受けるために順番待ちをする人がつくる列のことを（ エ ）とよぶが，（エ）も（ア）化し，（イ）することができる。
（１）ア～エに適する語句を答えなさい。（２点×４）
（２）身のまわりで（ア）化してあらわされているものを二つあげなさい。（２点×２）
（３）身のまわりのもので，（イ）が行える例を文章中に示されているもの以外で二つあげなさい。（２点×２）
（４）（イ）において偶然の状況をあらわすために乱数が用いられる。乱数とは何か説明しなさい。（４点×１）
２．次の文章を読み，（１）～（４）の各問いに答えなさい。

コンビニエンスストアやスーパーマーケットでは，会計時にレジスタで商品についている（ ア ）を読み取ることで，商品情報を記録している。最近ではポイントカードを利用して，購入者の年齢層や性別などの販売情報を記録している。このように販売時に商品情報などを記録する（ イ ）システムを活用することで，戦略的に販売計画や商品開発を行っている。このしくみを裏で支えているのがデータベースである。一般的な情報システムでは，いくつかの表に分けてデータを管理する（ ウ ）データベースが利用されている。

（イ）システムにおいては，商品情報を管理する商品テーブル，ポイントカードの利用者情報を管理するポイントカードテーブル，売上情報を管理する売上テーブル，在庫情報を管理する在庫テーブルなど多くの表を用いて管理している。別々に分かれた複数の表は関連づけ（（ エ ））を行うことでデータを重複なく効率よく保存することができる。このように表を整えることを（ オ ）という。
（１）ア～オに適する語句を答えなさい。（２点×５）
（２）次の三つのテーブルを見て各問いに答えなさい。
商品テーブル　　　　　　　　　　　　ポイントカードテーブル
	（ア）
	商品名
	価格
	
	カード番号
	性別
	年齢
	職業
	配偶者

	101
	おいしいお茶
	150
	
	201
	女性
	19
	学生
	なし

	102
	アイスコーヒー
	120
	
	202
	男性
	26
	会社員
	なし

	103
	ウーロン茶
	150
	
	203
	女性
	32
	パート
	あり

	104
	うまい牛乳
	100
	
	204
	女性
	50
	主婦
	あり

	105
	健康豆乳
	100
	
	205
	男性
	45
	会社員
	あり


売上テーブル（注：商品1個売上につき１レコードが記録される）
	売上番号
	売上日
	売上時間
	（ア）
	カード番号

	1
	2014/10/10
	8:00
	105
	201

	2
	2014/10/10
	8:45
	102
	202

	3
	2014/10/10
	12:10
	103
	205

	4
	2014/10/10
	12:15
	105
	203

	5
	2014/10/10
	12:30
	101
	201

	6
	2014/10/10
	14:00
	104
	204

	7
	2014/10/10
	17:30
	102
	205

	8
	2014/10/11
	7:30
	105
	201

	9
	2014/10/11
	8:50
	102
	202

	10
	2014/10/11
	12:10
	105
	203


①2014/10/11の午前中に売れた商品の商品名をすべて答えなさい。（２点×１）
②売上個数の最も多い商品の商品名と売上個数を答えなさい。（２点×２）
③2014/10/10に売れた商品のうち，売上金額の最も大きい商品の商品名と売上金額を答えなさい。（２点×２）
（３）ポイントカードの発行申込書には生年月日を記入する欄がある。年齢ではなく生年月日を記入する理由を「年齢・売上日・生年月日」の三つの言葉を使用して答えなさい。
（４点×１）
（４）（オ）を行うことのメリットとデメリットについてそれぞれ答えなさい。（４点×２）
３．次の文章を読んで，（１）～（３）の各問いに答えなさい。
　Ａ株式会社は２種類の製品を製造販売している。製品Ｘおよび製品Ｙを１個販売したときの利益と製造するのに要する各時間は以下の表の通りである。ここで，１ヶ月の最小稼働時間が機械加工時間100時間，1ヶ月の最大稼働時間が手作業100時間，包装40時間のとき，この条件の中で製品Ｘと製品Ｙを何個生産したらよいか次の手順で考えた。なお，製品Ｘの生産量をx個（x≧0），製品Ｙの生産量をy個（y≧0）として計算を行うものとする。
	　
	利益
	機械加工時間
	手作業
	包装

	製品X
	2500円
	50分
	30分
	10分

	製品Y
	6000円
	50分
	60分
	40分


（１）次の式を答えなさい。（２点×４）
①生産したすべての製品が売れたときの利益Ｐをあらわす式を答えなさい。
②機械加工時間に関する式を答えなさい。

③手作業に関する式を答えなさい。

④包装に関する式を答えなさい。

（２）②～④の式をグラフにあらわし，xとyがとりうる領域を示しなさい。（８点×１）
（３）利益Ｐを最大にするとき，製品Ｘの生産量と製品Ｙの生産量，利益Ｐを求めなさい。
（２点×３）
４．次の文章を読んで，（１）～（３）の各問いに答えなさい。
　コンビニエンスストアにレジが一つある。次のルールに従って，今後来る６人の客についての表を完成させ，以下の問いに答えなさい。ただし，時間の単位は分とする。
【ルール】

・客の到着間隔は，次の表に記入された時間とする。
・対応時間は，次の表に記入された時間とする。
・はじめはレジに客はいないものとする。

・客Ａの到着時刻を０とする。

・客の到着時刻が前の客のレジ対応終了時刻より早いとき，列があり，そうでないとき，列はなしとする。

・レジ対応開始時刻は，列がある場合は前の客のレジ対応終了時刻とし，列がない場合は，その客の到着時刻とする。

・レジ対応終了時刻はレジ対応開始時刻に対応時間を加える。
	客
	到着間隔
	到着時刻
	レジ対応

開始時刻
	対応時間
	レジ対応

終了時刻
	待ち時間

	Ａ
	
	0
	0
	3
	ア
	

	Ｂ
	5
	イ
	
	7
	
	ウ

	Ｃ
	1
	
	エ
	2
	オ
	

	Ｄ
	3
	カ
	
	1
	
	キ

	Ｅ
	2
	
	ク
	2
	
	

	Ｆ
	3
	
	
	3
	ケ
	コ


（１）表中のア～コに当てはまる数値を答えなさい。（２点×10）
（２）最も長い列は何人か答えなさい。また，最も長い待ち時間は何分か答えなさい。
（２点×２）
（３）平均の待ち時間は何分か答えなさい。（２点×１）
解答用紙
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「情報の科学」第６章 p.121-142
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	人数
	待ち時間

	
	（３）
	
	


解答用紙（解答）
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　　　点

	範囲
	「情報の科学」第６章 p.121-142
	
	


	１
	（１）
	ア

モデル
	イ

シミュレーション

	
	
	ウ

パラメータ


	エ

待ち行列

	
	（２）
	電車の路線図，骨格標本，マネキン，地球儀，DNAの螺旋モデル　など

	
	（３）
	ケーキ詰め放題，長方形の用紙から正方形に紙を切り出す，カップケーキとビスケットの売上，太陽光発電量，動画サイトの利用者　など

	
	（４）
	規則性のない数列のこと

	２

	（１）
	ア

バーコード
	イ
POS

	
	
	ウ

リレーショナル
	エ
リレーションシップ

	
	
	オ

正規化
	

	
	（２）
	①

健康豆乳，アイスコーヒー
	

	
	
	②商品名

健康豆乳
	②売上個数

４個

	
	
	③商品名

アイスコーヒー
	③売上金額

240円

	
	（３）
	売上日と生年月日の差をとれば，正確な年齢を計算できるから

	
	（４）

	メリット

目的別に表が分かれるため登録や更新の手間がかからない　など

	
	
	デメリット

データを取得するときに複雑な結合操作が必要になる　など

	３

	（１）
	①

Ｐ＝2500x＋6000y
	②

50x＋50y≧6000　（x＋y≧120）

	
	
	③
30x＋60y≦6000　（x＋2y≦200）
	④
10x＋40y≦2400　（x＋4y≦240）

	
	（２）
	
[image: image2.png]120

100

80

60

40|

20|

20!

40/

60

80

100

120

140

160

180;

200!

220!

240






	
	（３）
	製品Ｘ
160個
	製品Ｙ
20個
	利益
520,000円

	４
	（１）

	ア

3
	イ

5
	ウ

0
	エ

12

	
	
	オ
14
	カ
9
	キ
5
	ク
15

	
	
	ケ

20
	コ

3
	

	
	（２）
	人数

３人
	待ち時間

６分

	
	（３）
	３分
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